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予
算
案
件

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▽
補
正
額	
４
億
３
１
５
６
万
円

▽
主
な
内
容

　

日
出
海
岸
の
ご
み
流
出
防
止
の
た
め
の

法
面
保
全
工
事 

（
９
１
６
０
万
円
）

　

津
波
避
難
マ
ウ
ン
ド
整
備
の
た
め
の
旧
堀

切
小
学
校
の
解
体
工
事
等 （
８
１
８
３
万
円
）

　

そ
の
他　

あ
お
ぞ
ら
園
（
児
童
セ
ン
タ
ー

分
館
）
改
修
、
渥
美
運
動
公
園
改
修
な
ど

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

▽
補
正
額	

２
０
０
０
万
円

▽
主
な
内
容

　

台
風
18
号
で
損
壊
し
た
市
道
（
野
田
・
若

見
）
の
工
事
。
補
正
後
の
予
算
総
額
３
１
０

億
８
３
３
９
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）	

▽
補
正
額	

２
億
７
０
２
４
万
円

▽
補
正
後
の
総
額	

49
億
８
７
１
８
万
円

▽
主
な
内
容

　

平
成
26
年
度
の
剰
余
金
を
、
介
護
保
険
基

金
へ
の
積
立
（
１
億
４
６
０
１
万
円
）
と
国
・

県
の
支
出
金
の
返
還
（
１
億
２
４
２
２
万
円
）

に
あ
て
る
も
の
。

※
表
示
単
位
は
万
円
未
満
切
捨
て

条
例
案
件

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

共
済
年
金
を
厚
生
年
金
に
統
一
す
る
制
度

改
革
に
よ
り
、
条
例
が
引
用
す
る
共
済
組
合

法
の
規
定
に
よ
る
障
害
共
済
年
金
及
び
遺
族

共
済
年
金
に
係
る
規
定
を
削
除
す
る
も
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
係
す
る
条
例
改
正

討
論 

Ｐ
6

▽
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

　

番
号
法
の
施
行
に
よ
り
特
定
個
人
情
報
、

情
報
提
供
記
録
に
つ
い
て
、
厳
格
な
保
護
措

置
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
個
人
番
号
の
取
扱

い
を
条
例
に
定
め
る
も
の

▽
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

個
人
番
号
・
法
人
番
号
を
市
税
に
関
す
る

申
告
書
等
の
記
載
事
項
に
加
え
る
も
の
、
ほ

か
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
適
用
期
限
延
長
な
ど

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

通
知
カ
ー
ド
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交

付
の
場
合
の
手
数
料
を
定
め
る
も
の

特別委員会の設置
　田原市では、たはらエコ・ガーデンシティ推進
計画に基づき、太陽光や風力を活用した再生可能
エネルギーの積極的な導入推進を図っています。
近年、再生可能エネルギーの固定買取価格制度の
導入を背景に、大規模な発電施設が市内に増加し
景観など土地利用上の課題が発生していることか
ら、再生可能エネルギー施設立地規制検討特別委
員会を設置し、施設設置の立地規制などの基本的
な考え方の検討を進めることとしました。

委 員 長　　渡会清継　
副委員長　　大竹正章
委　　員　　河邉正男　杉浦文平　長神隆士
　　　　　　荒木　茂　辻　史子　小川貴夫　
　　　　　　廣中清介

可
決
し
た
主
な
議
案

初回の交付は無料。
通知カードは10月
にみなさんに郵送さ
れています。


